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商品評価損、営業外費用及び特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 5 月期（2024 年 6 月 1 日～2025 年 5 月 31 日）決算において、下記のとおり商品評価損、

営業外費用及び特別損失を計上することになりましたので、お知らせいたします。 

また、未定としておりました 2025年 5月期（2024年 6月 1日～2025年 5月 31日）の連結業績予想につきま

して、直近の業績動向を踏まえ下記のとおり修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 商品評価損の計上について 

（1）商品評価損（売上原価） 

 当社の連結子会社 AUN PHILIPPINES INC.（アウンフィリピン）が保有する販売用不動産の一部につい

て、投下資本の早期回収を図るため、販売予定価格を見直し、商品評価損 11,452 千円を売上原価して

計上いたします。 

 

２． 特別損失の計上について 

（1）投資有価証券評価損 

 当社の連結子会社 AUN PHILIPPINES INC.（アウンフィリピン）が保有する投資有価証券の一部につい

て、取得価額に比べて実質価額が著しく下落したため、減損処理により投資有価証券評価損 21,985千円

を特別損失として計上いたします。 

 

３． 【個別決算】営業外費用及び特別損失の計上について 

（1）貸倒引当金繰入額及び、関係会社株式評価損 

 当社の連結子会社 AUN PHILIPPINES INC. （アウンフィリピン）について、上記に記載しました投資有

価証券評価損の計上の影響により 2025年 5月末時点において、同社の状況が大きく改善しておらず、今

後の回収見込みが不確実であるため同社への貸付金に対して 51,975 千円の貸倒引当金繰入額を計上

いたします。 

また、当社の連結子会社 AUN PHILIPPINES INC. （アウンフィリピン）の株式について、業績の低迷な

どにより株式の実質価値が著しく低下していると認められることから、個別決算において、「金融商品に関

する会計基準」に基づき、関係会社株式評価損 4,149千円を特別損失として計上いたします。 

なお、当該貸倒引当金繰入額及び関係会社株式評価損は当社の個別財務諸表にのみ計上されるも

のであり、連結決算において相殺消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

※その他、営業外収益及び営業外費用の計上につきましては、一部為替による変動はあるものの、軽微であ

り、2025年 3月 24日に公表しました内容（営業外収益及び営業外費用の計上に関するお知らせ）から変

更ありません。 

 
 

 

https://www.auncon.co.jp/wp-content/uploads/2025/03/20250324.pdf


 

 

４． 2025年 5月期通期連結業績予想数値（2024年 6月 1日～2025年 5月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） - - - - 
   円 銭 

- 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 270 △105 △92 △115 △15.35 

増 減 額 （ B － A ） - - - -  

増 減 率 （ % ） - - - -  

（ ご参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 4 年 5 月 期 ） 
441 △92 △85 △138 △18.46 

（金額の単位：百万円） 

 

4．業績修正の理由 

  業績予想につきましては、当社を取り巻く環境変化が激しいことから、合理的な業績予想の算出が困難であ

るため非開示としておりましたが、現時点で入手可能な情報をもとに公表するものであります。 

当社グループは「業績回復」を最優先課題とし、グループ全体の効率化・合理化を図り、収益力を高めた新た

な組織体制を構築してまいりました。 

これまで、経営資源を日本本社に集約し、大手グローバル BtoB 企業向けのアウトバウンドマーケティング支

援（海外支援・海外向け SEOなど）の領域で営業活動の強化を行ってまいりました。その結果、お問い合わせ件

数の増加、新規顧客の獲得、そして既存顧客の維持拡大へと繋がり、今後の成長軌道に乗るための足がかりを

築くことができました。しかしながら、一部既存案件の解約、海外法人の解散及び清算による売上減少をカバー

するまでには至らず、減収減益となる見通しです。 

また、現在の経営環境を踏まえ、当社グループにおいて時価の下落や収益性が低下している資産について

は、上記のとおり、特別損失の計上により、減益となる見込みです。 

 なお、配当予想については変更ありません。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断したものであります。予想

には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がございますので、

この業績予想に全面的に依拠しての投資等の判断を行うことは差し控えてくださいますようお願い申し上げ

ます。 

 

以 上 


